
（別紙３）

〜 2025年 2⽉ 20⽇

（対象者数） 17 （回答者数） 12

〜 2025年 2⽉ 20⽇

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

過度な負担がかからないようにサポートを⾏う。
また異年齢で楽しみながら取り組めるカリキュラムの種類
を考え増やしていきます。

2

保護者会を企画・実施する事で、事業所内だけでなく保護
者同⼠の関係性も強くしていきたいです。

3

写真や⽂等、マンネリ化しないように変化をつけて伝わり
やすい発信をしていきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

少しではあるが外遊び（公園）で地域の⽅との交流はある
ので、そこから関係性を強めていく。また地域の情報収集
や保護者様アンケートでニーズを理解し年間計画として交
流を実施していく。

2

研修・情報の共有をするための仕組みはあるが、やはり全
員参加での会議等が望ましい。サービス提供時間前後の情
報共有だけでなく⽉に⼀度でも全員参加でミーティングで
きるような場を作り、個々⼈の認識の差を⼩さくしてい
く。それが⽀援の向上にも繋がる。

3

⼟曜⽇に固定するのではなく、多くの利⽤者様に防災学習
に参加してもらえるよう⽀援計画を⽴てる。

児発・放デイの合同療育なので幅広い年齢の⽅同⼠の関わり
がある。

児発と放デイでペア組みをしてお互いに⼿伝いあう事で思い
やりの⼼を育みます。

利⽤者様・保護者様・従業員が誰にでも相談しやすい環境で
ある。

何かあった場合や何か変化を感じた場合、迅速に確認・対応
する事を⼼がけている。送迎も送迎だけで終わらないよう意
識している。

事業所の⽇々の状況発信。 インスタ・ホームページのブログで⽇々の状況発信の継続。
連絡帳では利⽤者様の写真を掲載し、保護者様にその⽇の
様⼦を分かって頂きやすいようにしています。

全利⽤者様に対しての避難訓練実施の不⾜。 ⽉１度は防災学習を実施しているが、毎⽉⼟曜⽇に固定され
ているため参加できていない利⽤者様も多くいる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所外(地域や他事業所・各種施設等)の繋がりがあまりな
い事。また保護者会の場も企画できていない。

全ての計画が利⽤者様本⼈の為に考えられており、地域や他
事業所・各種施設、また保護者様同⼠の交流に意識を強く
持っていなかった。

常勤・⾮常勤で研修内容の共有や⽇々の情報共有について、
また各種マニュアルについての認識の差がある。

⾮常勤職員は出勤後すぐに利⽤者対応をする事も多く、全体
での情報共有が不⼗分になりやすい。

2025年 2⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 4⽉ 25⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 SUCチャレンジ

○保護者評価実施期間 2025年 2⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における⾃⼰評価総括表公表


